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(57)【要約】
【課題】文書内の要素同士の関連性をユーザに提示する
。
【解決手段】表示・編集処理部１０は、複数の電子文書
を画面上に開く。開かれた各電子文書は、複数の要素を
含んでおり、各要素には要素ＩＤが含まれている。操作
分析部１６は、開かれている各電子文書に対して操作が
行われた場合、その操作の種類と、その操作が行われた
要素の要素ＩＤを特定する。関連付け部１８は、電子文
書に対する参照操作（例えばスクロール、コピー）を検
出した直後に、別の電子文書に対する編集操作（例えば
文字入力、貼り付け）を検出すると、それら参照操作及
び編集操作の対象の要素同士を、互いに関連付けて関連
付けＤＢ２２に登録する。関連情報提示処理部２４は、
開いた電子文書のうち画面上に表示した部分に、関連付
けＤＢ２２に登録された要素ペアのうちの編集先要素が
含まれている場合、そのペアのうちの参照元要素の内容
を、関連情報として画面に提示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれが複数の要素を含んだ１つ以上の電子文書を記憶する文書記憶手段と、
　前記文書記憶手段に記憶された電子文書内の第１の要素群を画面に表示すると共に、前
記第１の要素群内の１つ以上の要素を対象とする参照操作を受け付ける参照操作受付手段
と、
　前記文書記憶手段に記憶された電子文書の第２の要素群を前記画面に表示すると共に、
前記第２の要素群内の１つ以上の要素を対象とする編集操作を受け付ける編集操作受付手
段と、
　前記操作を受け付けた情報を記憶する操作記憶手段と、
　前記参照操作受付手段が前記第１の要素群の１つ以上の要素に対する前記参照操作を受
け付けた後に、前記編集操作受付手段が前記第２の要素群の１つ以上の要素に対する編集
操作を受け付けた場合に、前記第１の要素群のうちの前記参照操作の対象の要素と、前記
第２の要素群のうちの前記編集操作の対象の要素と、を互いに前記操作記憶手段に基づい
て関連付ける関連付け手段と、
　を有する情報処理装置。
【請求項２】
　前記参照操作の種類毎に関連度スコアを記憶した参照スコア記憶手段と、
　前記関連付け手段が関連付けた前記参照操作の対象の要素と前記編集操作の対象の要素
との間の関連度を、当該参照操作の種類に応じた関連度スコアに基づいて計算する関連度
計算手段と、
　を更に備える請求項１に記載の文書関連付け装置。
【請求項３】
　前記編集操作の種類毎に関連度スコアを記憶した編集スコア記憶手段、を更に備え、
　前記関連度計算手段は、前記関連付け手段が関連付けた前記参照操作の対象の要素と前
記編集操作の対象の要素との間の関連度を、当該参照操作の種類に応じた関連度スコアと
当該編集操作の種類に応じた関連度スコアとに基づいて計算する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の文書関連付け装置。
【請求項４】
　前記編集操作の種類毎に関連度スコアを記憶した編集スコア記憶手段と、
　前記関連付け手段が関連付ける前記参照操作の対象の要素と前記編集操作の対象の要素
との間の関連度を、当該編集操作の種類に応じた関連度スコアに基づいて計算する関連度
計算手段と、
　を更に備える請求項１に記載の文書関連付け装置。
【請求項５】
　前記文書記憶手段内の電子文書の要素ごとに、当該要素が前記参照操作の対象の要素と
して関連付けられた回数を、当該要素の参照頻度として記録する参照頻度記録手段、を更
に備え、
　前記関連度計算手段は、前記関連付け手段が関連付けた前記参照操作の対象の要素と前
記編集操作の対象の要素との間の関連度を、当該参照操作の対象の要素の前記参照頻度に
基づいて計算する、
　ことを特徴とする請求項２～４のいずれか１項に記載の文書関連付け装置。
【請求項６】
　コンピュータを、
　それぞれが複数の要素を含んだ１つ以上の電子文書を記憶する文書記憶手段、
　前記文書記憶手段に記憶された電子文書内の第１の要素群を画面に表示すると共に、前
記第１の要素群内の１つ以上の要素を対象とする参照操作を受け付ける参照操作受付手段
、
　前記文書記憶手段に記憶された電子文書の第２の要素群を前記画面に表示すると共に、
前記第２の要素群内の１つ以上の要素を対象とする編集操作を受け付ける編集操作受付手
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段、
　前記操作を受け付けた情報を記憶する操作記憶手段、
　前記参照操作受付手段が前記第１の要素群の１つ以上の要素に対する前記参照操作を受
け付けた後に、前記編集操作受付手段が前記第２の要素群の１つ以上の要素に対する編集
操作を受け付けた場合に、前記第１の要素群のうちの前記参照操作の対象の要素と、前記
第２の要素群のうちの前記編集操作の対象の要素と、を互いに前記操作記憶手段に基づい
て関連付ける関連付け手段、
　として機能させるためのプログラム。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文書関連付け装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に開示される装置において、操作履歴管理部は、文書操作装置による文書操
作の履歴情報を生成し、操作履歴情報保存部に保存する。関連文書処理部は、文書操作装
置で操作される文書の操作履歴情報と、他の文書の操作履歴情報とを、ユーザにより選ば
れた１つ以上の項目に関して照合することにより、操作対象文書と関連している可能性が
高い文書を抽出し、そのリストを文書操作装置へ送る。ユーザは、表示装置に表示された
関連文書リスト上で文書を選択することにより、その内容を参照できる。
【０００３】
　特許文献２に開示される装置は、ファイル編集の際に、開かれた全てのファイルについ
ての、編集開始日時、編集終了日時、視認可能時間累計情報および保存履歴を含むファイ
ル編集情報を取得して登録し、登録されたファイル編集情報に基づき、保存履歴が有りの
ファイルを編集対象ファイルとして抽出し、抽出した編集対象ファイルについては、前記
編集開始時刻情報、編集終了時刻情報に基づいて当該編集対象ファイルが開いていた時間
中に開いていた他の１～複数の参照ファイルのファイル名および視認可能時間累計情報を
取得し、該取得した参照ファイルのファイル名および視認可能時間累計情報を当該編集対
象ファイルに関連付けて関連ファイル情報として登録する。
【０００４】
　以上に説明したように、特許文献１及び２のいずれの装置も、文書又はファイル単位で
の関連づけを行っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２０７７２６号公報
【特許文献２】特開２００６－２９３９３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、文書内の要素同士の関連性をユーザに提示することができる技術を提供する
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係る発明は、それぞれが複数の要素を含んだ１つ以上の電子文書を記憶する
文書記憶手段と、前記文書記憶手段に記憶された電子文書内の第１の要素群を画面に表示
すると共に、前記第１の要素群内の１つ以上の要素を対象とする参照操作を受け付ける参
照操作受付手段と、前記文書記憶手段に記憶された電子文書の第２の要素群を前記画面に



(4) JP 2014-21508 A 2014.2.3

10

20

30

40

50

表示すると共に、前記第２の要素群内の１つ以上の要素を対象とする編集操作を受け付け
る編集操作受付手段と、前記操作を受け付けた情報を記憶する操作記憶手段と、前記参照
操作受付手段が前記第１の要素群の１つ以上の要素に対する前記参照操作を受け付けた後
に、前記編集操作受付手段が前記第２の要素群の１つ以上の要素に対する編集操作を受け
付けた場合に、前記第１の要素群のうちの前記参照操作の対象の要素と、前記第２の要素
群のうちの前記編集操作の対象の要素と、を互いに前記操作記憶手段に基づいて関連付け
る関連付け手段と、を有する文書関連付け装置である。
【０００８】
　請求項２に係る発明は、前記参照操作の種類毎に関連度スコアを記憶した参照スコア記
憶手段と、前記関連付け手段が関連付けた前記参照操作の対象の要素と前記編集操作の対
象の要素との間の関連度を、当該参照操作の種類に応じた関連度スコアに基づいて計算す
る関連度計算手段と、を更に備える請求項１に記載の文書関連付け装置である。
【０００９】
　請求項３に係る発明は、前記編集操作の種類毎に関連度スコアを記憶した編集スコア記
憶手段、を更に備え、前記関連度計算手段は、前記関連付け手段が関連付けた前記参照操
作の対象の要素と前記編集操作の対象の要素との間の関連度を、当該参照操作の種類に応
じた関連度スコアと当該編集操作の種類に応じた関連度スコアとに基づいて計算する、こ
とを特徴とする請求項２に記載の文書関連付け装置である。
【００１０】
　請求項４に係る発明は、前記編集操作の種類毎に関連度スコアを記憶した編集スコア記
憶手段と、前記関連付け手段が関連付ける前記参照操作の対象の要素と前記編集操作の対
象の要素との間の関連度を、当該編集操作の種類に応じた関連度スコアに基づいて計算す
る関連度計算手段と、を更に備える請求項１に記載の文書関連付け装置である。
【００１１】
　請求項５に係る発明は、前記文書記憶手段内の電子文書の要素ごとに、当該要素が前記
参照操作の対象の要素として関連付けられた回数を、当該要素の参照頻度として記録する
参照頻度記録手段、を更に備え、前記関連度計算手段は、前記関連付け手段が関連付けた
前記参照操作の対象の要素と前記編集操作の対象の要素との間の関連度を、当該参照操作
の対象の要素の前記参照頻度に基づいて計算する、ことを特徴とする請求項２～４のいず
れか１項に記載の文書関連付け装置である。
【００１２】
　請求項６に係る発明は、コンピュータを、それぞれが複数の要素を含んだ１つ以上の電
子文書を記憶する文書記憶手段、前記文書記憶手段に記憶された電子文書内の第１の要素
群を画面に表示すると共に、前記第１の要素群内の１つ以上の要素を対象とする参照操作
を受け付ける参照操作受付手段、前記文書記憶手段に記憶された電子文書の第２の要素群
を前記画面に表示すると共に、前記第２の要素群内の１つ以上の要素を対象とする編集操
作を受け付ける編集操作受付手段、前記操作を受け付けた情報を記憶する操作記憶手段、
前記参照操作受付手段が前記第１の要素群の１つ以上の要素に対する前記参照操作を受け
付けた後に、前記編集操作受付手段が前記第２の要素群の１つ以上の要素に対する編集操
作を受け付けた場合に、前記第１の要素群のうちの前記参照操作の対象の要素と、前記第
２の要素群のうちの前記編集操作の対象の要素と、を互いに前記操作記憶手段に基づいて
関連付ける関連付け手段と、として機能させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１又は６に係る発明によれば、電子文書内の要素同士の関連性を当該要素同士へ
の操作情報に基づいてユーザに提示することができる。
【００１４】
　請求項２に係る発明によれば、関連付ける要素同士の関連の強さを表す関連度を、参照
操作の種類に応じた値とし、ひいては、画面に表示された電子文書内の要素に関連する要
素の提示の順序を関連度に応じて制御することができる。
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【００１５】
　請求項３に係る発明によれば、要素同士の関連度を、参照操作の種類及び編集操作の種
類に応じた値とし、ひいては、画面に表示された電子文書内の要素に関連する要素の提示
の順序を関連度に応じて制御することができる。
【００１６】
　請求項４に係る発明によれば、要素同士の関連度を、編集操作の種類に応じた値とし、
ひいては、画面に表示された電子文書内の要素に関連する要素の提示の順序を関連度に応
じて制御することができる。
【００１７】
　請求項５に係る発明によれば、要素同士の関連度を、要素の参照頻度に応じた値とする
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施形態の文書編集システムの構成例を示す図である。
【図２】ＸＭＬ文書の一例を示す図である。
【図３】図２の文書の表示例を示す図である。
【図４】図２の文書の要素間の階層構造を示す図である。
【図５】表示・編集処理部が生成する文書表示画面の一例を示す図である。
【図６】実施形態のシステムによる要素間の関連づけの手順の一例の全体フローを示す図
である。
【図７】図６のフロー内の参照位置の特定処理の詳細な手順の例を示す図である。
【図８】ある時点で表示ウインドウ内に表示された要素群を包含する最小の要素を示す図
である。
【図９】別の時点で表示ウインドウ内に表示された要素群を包含する最小の要素を示す図
である。
【図１０】表示ウインドウ内の文書における検索結果のハイライト表示と、ハイライトさ
れた部分を含んだＸＭＬ文書内の要素と、を例示する図である。
【図１１】表示ウインドウ内の文書におけるコピー操作のためのハイライト表示と、ハイ
ライトされた部分（コピーの対象）を含んだＸＭＬ文書内の要素と、を例示する図である
。
【図１２】参照操作の種類ごとの関連度スコアの例を示す図である。
【図１３】編集操作の種類ごとの関連度スコアの例を示す図である。
【図１４】関連付けＤＢ内のデータ内容の一例を示す図である。
【図１５】表示ウインドウ内の要素に関連する要素を提示する例を説明するための図であ
る。
【図１６】要素ごとの参照頻度の情報の例を示す図である。
【図１７】関連付けの原因となった操作を行ったユーザ（操作者）のＩＤを含んだ、関連
付けＤＢのデータ内容の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本実施形態のシステムでは、１以上の要素から構成される電子文書（文書データ）を対
象とし、電子文書の編集時に別の電子文書を参照して編集を行った場合に、編集時の参照
・非参照の関連を、文書レベルだけでなく、要素レベルでも記録し、ユーザに提示する。
【００２０】
　この種の電子文書の代表例が構造化文書である。構造化文書は、複数の要素が階層構造
を成している文書である。構造化文書を記述する言語として、ＳＧＭＬ（Standard Gener
alized Markup Language）、ＨＴＭＬ（Hypertext Markup Language）、ＸＭＬ（eXtensi
ble Markup Language）等の様々なものが存在しており、広く利用されている。
【００２１】
　本実施形態では、複数の電子文書のそれぞれに対して一意な識別情報（文書ＩＤと呼ぶ
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）が付されているだけでなく、個々の電子文書内の各要素にもそれぞれ一意な識別情報（
要素ＩＤと呼ぶ）が付されていることを想定する。例えば既存のＸＭＬエディタの中にも
、作成した要素に対して一意な識別情報を付与する機能を有するものは知られており、同
様の機能を用いて各要素に要素ＩＤを付せばよい。
【００２２】
　要素ＩＤは、要素が属する電子文書内で一意のものであってもよいし、本実施形態のシ
ステムの適用対象である複数の電子文書からなる集合内で一意のものであってもよい。電
子文書内で一意の要素ＩＤも、当該要素が属する電子文書の文書ＩＤと組み合わせること
で、電子文書の集合内で一意のものとなる。
【００２３】
　本実施形態では、ユーザが、パーソナルコンピュータ等にて、文書編集アプリケーショ
ンにより電子文書を開いて編集する際、別の文書も開いて参照する（参考にする）という
状況を考える。その参照用の文書が長い文書である場合、その文書用の表示ウインドウ内
にはその文書の全部を表示することができない。ユーザはスクロールや検索等の操作によ
りその文書内で参照すべき部分を探し、その部分を見ながら、又は例えばその部分をコピ
ーして貼り付ける（ペースト）ことで、編集対象の電子文書を編集することになる。すな
わち、参照用の電子文書から特に参照したい部分を見つけ出し、（それを利用して）編集
対象の文書に対し編集を加えるという流れがユーザの自然な作業の流れとなる。
【００２４】
　本実施形態では、このような流れに基づき、ユーザが参照用文書のある部分を参照する
操作を行い、その直後に編集対象文書のある部分に対して編集操作を行った場合に、参照
された部分と編集された部分とを互いに関連付ける。言い換えれば、編集操作が行われた
場合に、その編集操作の直前の参照操作を特定し、その編集操作の対象部分を、その参照
操作の対象部分に関連付けるのである。この部分同士の関連付けは、要素ＩＤが付された
「要素」を単位として行う。
【００２５】
　ここで、参照操作の「直後」の編集操作（或いは編集操作の「直前」の参照操作）とい
った場合、それは、その参照操作とその編集操作との間に、その編集操作の対象の位置又
は範囲を指定するための操作（例えば「カーソル設定」）以外の参照操作又は編集操作が
挟まれないことを意味する。すなわち、文書の表示ウインドウの移動等の操作や他のアプ
リケーションに対する操作等といった編集操作及び参照操作のいずれにも該当しない操作
がそれら両者の間に挟まれたとしても、それらは無視するのである。また、「カーソル設
定」等の文書内での位置又は範囲を指定する操作は、後述する具体例では参照操作の一種
であるが、編集操作の対象の位置又は範囲を指定するためのそのような操作は、その編集
操作の「直前」の参照操作とはみなさない。すなわち、編集操作が行われた場合に、その
編集操作の直前の操作が、その編集操作の対象の電子文書に対する位置指定又は範囲指定
の操作である場合、その直前の操作は、当該編集操作の直前の「参照操作」とはみなさず
に無視する。
【００２６】
　図１に、本実施形態の文書編集システムの機能的な構成の一例を示す。このシステムは
、典型的には、パーソナルコンピュータ等のコンピュータ上にソフトウエア的に構築され
る。
【００２７】
　文書ＤＢ（データベース）１２には、１以上の電子文書が、例えばファイルの形で、登
録（保存）されている。この例では、文書ＤＢ１２に登録されている電子文書はＸＭＬ文
書であり、それらＸＭＬ文書内の個々の要素には要素ＩＤを付されているとする。
【００２８】
　表示・編集処理部１０は、電子文書の表示及び編集を行う機能モジュールである。表示
・編集処理部１０が提供する表示・編集の機能は、後述する関連情報提示処理部２４の機
能を除けば、一般的な構造化文書エディタと同様のものでよい。なお、表示・編集処理部
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１０は、編集又は参照のために複数の電子文書を画面上に開く機能や、電子文書に対して
要素を追加した場合にその要素に対して要素ＩＤを付与する機能を備えている。
【００２９】
　操作受付部１４は、表示・編集処理部１０に対するユーザからの参照、編集のための操
作を受け付ける機能モジュールである。操作受付部１４が受け付ける操作には、編集操作
に分類される操作と、参照操作に分類される操作が含まれる。編集操作は、電子文書の内
容に変更を加える操作である。編集操作に該当する操作としては、例えば、「文字入力」
、「要素追加」、「要素削除」、「貼り付け（ペースト）」等がある。参照操作は、ユー
ザが電子文書を参照するために行う、文書内容の変更を引き起こさない操作である。参照
操作に該当する操作としては、例えば、「スクロール」、「ハイライト」、「コピー」、
「カーソル設定」等がある。表示・編集処理部１０は、操作受付部１４が受け付けた操作
に応じ、表示ウインドウ内に表示される電子文書をスクロールしたり、選択された部分を
コピーしたり、入力された文字を電子文書に追加したり、コピーされた部分を指定された
貼り付け先に貼り付けたり、等の処理を実行する。操作受付部１４は、受け付けたそれら
の操作の情報を、後述する関連付けのために、少なくとも一時的に記憶する。これには、
例えば、操作の情報を履歴として記憶する記憶部を設けることとしてもよい。
【００３０】
　操作分析部１６は、操作受付部１４が受け付けた参照及び編集の操作の種類や、それら
参照操作及び編集操作の対象となる電子文書の要素を特定する（詳細は後述）。
【００３１】
　関連付け部１８は、操作分析部１６の分析により、参照操作の直後に編集操作が行われ
たことが分かった場合に、その参照操作の対象の要素と、その編集操作の対象の要素との
関連付けは、それら要素のペア（すなわちそれら要素の要素ＩＤのペア）を関連付けＤＢ
２２に登録することにより行う（詳細は後述）。
【００３２】
　表示・編集処理部１０が有する関連情報提示処理部２４は、関連付けＤＢ２２を参照す
ることで、ウインドウ内に表示された電子文書の要素に対応づけて、その要素に関連付け
された参照先の電子文書内の要素の情報を提示する（詳細は後述）。
【００３３】
　ここで、関連情報提示処理部２４は、表示された要素に対して関連付けられた要素が複
数ある場合に、それら複数の要素を関連度の強さに応じて順位付けして提示する機能を有
していてもよい。図１の例では、この機能は操作別スコア記憶部２０と関連度計算部２６
とにより実現される。
【００３４】
　操作別スコア記憶部２０は、参照操作及び編集操作に該当する個々の操作の種類別に、
その操作に対応する関連度スコアを記憶している。関連度スコアは、当該操作による関連
付けられる要素同士の関連の強さを示す基礎点である。
【００３５】
　関連度計算部２６は、要素同士の関連付けのきっかけになった操作の関連度スコアから
、それら要素同士の関連の強さの指標値である関連度を計算する。本実施形態では、要素
間の関連づけは参照操作とそれに続く編集操作とのペアの検知により行われるので、それ
ら参照操作と編集操作の関連度スコアのペアから、例えばそれらスコア同士をかけ算する
等の方法で、それら要素間の関連度を計算する。関連情報提示処理部２４は、ある要素に
対する各関連要素のそれぞれについて関連度を関連度計算部２６により求め、例えばその
関連度の強い順にそれら関連要素を順位付けして提示する。
【００３６】
　以上、本実施形態の文書編集システムについて概説した。次に、このシステムの各部に
ついて詳説していく。
【００３７】
　まず、文書ＤＢ１２に登録されている電子文書の一例を図２に示す。この例は、ＸＭＬ
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文書５０である。この文書の各要素の開始タグ内に含まれるパラメータ「id=”xxxxxxxx
”」が、それら各要素の要素ＩＤである。文書編集システムによりこのＸＭＬ文書５０を
（例えばこれにスタイルシートを適用するなどして）表示すると、図３に示すような表示
文書６０が得られる。図３の表示例は、ＸＭＬ文書５０のうち、表示ウインドウ内に表示
されている一部分を示している。図４には、図２のＸＭＬ文書５０に含まれる要素群の階
層（ツリー）構造を示す。
【００３８】
　図５は、表示・編集処理部１０による電子文書の表示例を示す。この例では、画面１０
０上に表示ウインドウ１１０が設けられており、その表示ウインドウ１１０内の文書表示
領域１１２内に、電子文書のうち当該領域１１２内に収容可能な部分が表示されている。
文書表示領域１１２の隣にはスクロールバー１１４が設けられ、そのスクロールバー１１
４の上にはスライダー１１６が設けられている。ユーザは、ポインティングデバイス等を
操作してそのスライダーを上下に移動させることで、文書表示領域１１２内に表示する部
分を移動、すなわちスクロールする。また、この例では、表示ウインドウ１１０内に検索
ボタン１１８が設けられている。ポインティングデバイス等を用いてこの検索ボタン１１
８の押下操作を行うと、検索ウインドウ１２０が開く。検索ウインドウ１２０内の検索式
入力欄１２２内に検索式（例えば１以上のキーワードからなる論理式）を入力し、検索実
行ボタン１２４を押下すると、表示ウインドウ１１０に表示中の電子文書に対して検索が
行われ、その文書のうちの検索式を満たすテキストを含む部分が文書表示領域１１２内に
表示される。この表示において、検索式を満たす部分は、太字や背景色等を用いてハイラ
イト（強調）表示される。
【００３９】
　次に、図６及び図７を参照して、操作分析部１６及び関連付け部１８が行う、要素間の
関連づけのための処理手順の一例を説明する。
【００４０】
　図６は、この処理手順の全体像を示す図である。表示・編集処理部１０が複数の電子文
書のファイルを開いており、それら電子文書ごとに、その電子文書の（例えば部分的な）
表示画像を表示した表示ウインドウが画面上に表示されているものとする（Ｓ１０）。そ
れら複数の電子文書のすべてが編集可能な状態で開かれていてもよいし、そのうちのいく
つかが編集不可（参照操作のみを許す状態）で開かれていてもよい。操作分析部１６は、
操作受付部１４が受け付けたユーザからの操作を監視し、開かれているいずれかの電子文
書に対して参照操作に該当する種類の操作が行われるのを検出し、その操作の対象となっ
た位置（どの電子文書のどの要素か？）を特定する（Ｓ１２）。
【００４１】
　この参照位置特定処理（Ｓ１２）の詳細な手順の例が図７の手順である。操作分析部１
６は、操作受付部１４がユーザから操作を受け付ける毎に、図７の手順を実行する。この
手順では、まず操作分析部１６は、操作受付部１４から、受け付けた操作の情報を取得す
る。取得する操作の情報には、操作の種類（スクロール、ハイライト、コピー等）を示す
情報、操作の対象の電子文書を特定する情報（例えば文書ＩＤ）、操作対象の電子文書内
での操作の対象位置又は対象範囲を示す情報が含まれる。これらの情報は、オペレーティ
ングシステム等が提供するＧＵＩ（グラフィカルユーザインタフェース）が取得した情報
に基づき、既知の又はこれから開発される技術により求められている。
【００４２】
　操作分析部１６は、取得した情報に基づき、Ｓ３２、Ｓ３６、Ｓ４０及びＳ４４の判定
を行う。
【００４３】
　この例では、まずＳ３２でその操作が、操作対象のウインドウに表示された電子文書の
スクロール操作であるかどうかを判定する。スクロール操作であると判定した場合、その
操作に従ったスクロールの完了時点でそのウインドウの文書表示領域１１２内に表示され
ている電子文書の部分を含んだ最小要素を特定し、その最小要素の要素ＩＤを取得する（
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Ｓ３４）。表示・編集処理部１０は、開いている各表示ウインドウの文書表示領域１１２
内にそれぞれどの電子文書のどの部分を表示しているかを管理しているので、表示・編集
処理部１０からその表示部分を特定する情報を取得すればよい。操作分析部１６は、その
情報に基づき、電子文書のうちの文書表示領域１１２内に表示された部分に、どの要素が
含まれているかを特定する。例えば、スクロールの停止時点で、図８に示すように、図４
に示した要素のツリー（階層）構造のうちの上から４つの「PARA」（段落）要素が文書表
示領域１１２内に表示されていたとする。この場合、操作分析部１６は、Ｓ３４で、それ
ら４つの「PARA」要素を全て含んだ最小の（単一）要素を特定する。この例では、当該電
子文書における最初の「H1」要素（図８では二重線の枠で囲んだボックスとして強調）が
その「最小の（単一）要素」に該当する。この特定処理では、例えば、電子文書の要素群
がなすツリー構造を、文書表示領域１１２内に表示された各葉要素（「PARA」）から順に
根（この例では「Book」要素）の方向に遡っていき、それら各葉要素から最初に行き当た
った共通の要素をその「最小の要素」として求めればよい。
【００４４】
　スクロールにより、電子文書のうち文書表示領域１１２内に表示される範囲が変化する
が、その表示範囲に複数の要素が含まれている場合にはそのうちのどの要素にユーザ（ス
クロール操作をした者）が注目しているかまでは知ることができない。そこで、この例で
は、表示範囲内にある複数の要素を包含する階層構造内の最小の要素を、ユーザが参照し
た要素と判定するのである。
【００４５】
　なお、文書表示領域１１２内の上端又は下端に位置する要素は、全体が表示されないこ
とがある。Ｓ３４における参照元の要素の特定処理においては、このように文書表示領域
１１２の上端及び下端に位置する、部分的にしか表示されていない要素は無視する。
【００４６】
　例えば、図９の例では、スクロール停止時点で文書表示領域１１２内にその電子文書の
要素ツリー構造のうちの先頭から２～５番目の「PARA」要素全部と、６番目の「PARA」要
素の一部が表示されている。この場合、部分的にしか表示されていない６番目の「PARA」
要素は無視し、２～５番目の「PARA」要素を包含する最小の要素「DOCITEM」（図９では
二重線の枠で囲んで強調）を、ユーザが参照している参照元の要素として特定する。
【００４７】
　更に別の例として、全体が表示されている要素であったとしても、その要素が「題名」
を表す要素である場合には、参照元の要素の特定の際に無視するようにしてもよい。一般
に文書には、章や節毎にその章や節の題名が示され、これに続いてその章や節の文章内容
が示される。ここで、文書編集の際に参考とする可能性が高いのは文章内容の方であり、
題名を参考にすることは比較的少ないと考えられる。そこで、１つの例として、参照元の
要素の特定の際に、文書表示領域１１２内に題名に該当する要素があっても無視すること
が考えられる。例えば前述した図９の例において、仮に６番目の「PARA」要素（「ご利用
上の注意」）の全体が文書表示領域１１２上に表示されていたとする。全ての種類の要素
を一律に扱う（すなわちどれも無視しない）場合、このケースでは、それら２～６番目の
「PARA」要素の全てを包含する要素は、ツリーの根である「BOOK」要素となる。これに対
し、題名に該当する要素は無視し、文章内容に該当する要素のみを考慮するという方式で
は、上から６番目の「PARA」要素（「ご利用上の注意」）は、その上位が「題名」である
ことを示す「TITLE」要素であるので、無視する。一方、２～５番目の「PARA」要素は文
章内容であることを示す「DOCITEM」要素の下位の要素である。そこでこの場合、これら
２～５番目の「PARA」要素のみを考慮し、それらを包含する最小の要素「DOCITEM」が、
ユーザの参照する要素であると判定する。なお、参照元の要素の特定の際に、どの種類の
要素を無視し、どの種類の要素を考慮するかはあらかじめ定めておけばよい。上述の例は
、「TITLE」要素の下位の要素は無視し、「DOCITEM」要素の下位の要素は考慮に入れると
いう場合の例である。
【００４８】
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　図７の説明に戻ると、Ｓ３２でユーザの操作がスクロールでないと判定した場合、次の
その操作が文字列のハイライトを伴う操作であるかどうかを判定する（すなわち、操作の
結果としていずれかの文字列がハイライト表示されたかどうかを判定する）（Ｓ３６）。
例えば、文字列検索操作が行われた場合、電子文書の中から検索条件に合致する文字列が
検索され、文書表示領域１１２内の表示がその文字列を含んだ部分までスクロールされ、
その表示中でその検索された文字列がハイライト（強調）表示される。また、ユーザがポ
インティングデバイス等を用いて文書表示領域１１２内のある範囲（例えば文字列）を選
択（範囲指定）すると、その範囲がハイライト表示される。Ｓ３６では、このようなハイ
ライト表示を検出するのである。ハイライト表示が行われた旨を検出すると、操作分析部
１６は、ハイライトされた部分を含む最小の要素を、ユーザが参照している要素として特
定し、その要素の要素ＩＤを取得する（Ｓ３８）。
【００４９】
　例えば、図１０に例示するように、検索ウインドウ１２０内に検索条件として文字列「
サンプル」が入力され、検索実行が指示されると、表示ウインドウ１１０内には、電子文
書のうちその検索条件に合致する文字列６２ａを含む部分が表示文書６０として表示され
る。この文字列６２ａを含む最小の要素は、電子文書５０内の黒線の枠で囲んだ「PARA」
要素５２ａであり、これは表示文書６０内では符号６４ａが指し示す段落である。操作分
析部１６は、その要素５２ａを特定し、その要素５２ａの要素ＩＤ（図示例では「XB30DD
EAB...」）を取得する。
【００５０】
　なお、ハイライトされた文字列が複数の「PARA」要素に跨る場合、Ｓ３８では、それら
複数の要素を包含する最小の要素を特定し、その最小の要素の要素ＩＤを取得する。
【００５１】
　図７に戻ると、Ｓ３６でユーザの操作がハイライト表示を伴うものでないと判定した場
合、操作分析部１６は、その操作がカーソルを設定するものであるかどうかを判定する（
Ｓ４０）。ユーザの操作が、マウス等により文書表示領域１１２内でカーソルの位置を指
定するものである場合、Ｓ４０の判定結果がＹｅｓとなる。この場合、操作分析部１６は
、設定されたカーソルの位置を含む最小の要素（図２、図４の例では、文章内容を含む「
PARA」要素のいずれか）を特定し、その要素の要素ＩＤを取得する（Ｓ４２）。
【００５２】
　Ｓ４０で、ユーザの操作がカーソル設定操作でないと判定した場合、操作分析部１６は
、その操作がコピー操作であるかどうかを判定する（Ｓ４４）。コピー操作は、マウス等
を用いて選択された範囲のデータ（文字列等。一般に選択された範囲のデータはハイライ
ト表示される）を対象とし、その対象のデータをオペレーティングシステム等が提供する
クリップボード等の一時記憶領域に複写する操作である。コピー操作が行われたことを検
知した場合、操作分析部１６は、そのコピー操作の対象範囲を含んだ最小の要素を特定し
、その要素の要素ＩＤを取得する（Ｓ４６）。
【００５３】
　例えば、図１１の例で、表示ウインドウ１１０内の表示文書６０のうち、選択されハイ
ライト表示された文字列６２ｂに対してユーザがコピーを指示したとする。この場合、そ
の文字列６２ｂを含む最小の要素は、電子文書５０内の黒線の枠で囲んだ「PARA」要素５
２ｂであり、これは表示文書６０内では符号６４ｂが指し示す段落である。操作分析部１
６は、その要素５２ｂを特定し、その要素５２ｂの要素ＩＤ（図示例では「X6DDDEA5A2..
.」）を取得する。
【００５４】
　Ｓ３４、Ｓ３８、Ｓ４２又はＳ４６の後、操作分析部１６は、それら各ステップに対応
する操作の種類に応じた関連度スコアを求め、求めた関連度スコアを、それら各ステップ
で取得したユーザが参照している要素（参照元要素）の要素ＩＤ（要素ＩＤ内にその要素
が含まれる電子文書を特定する情報が含まれない場合は、その電子文書を特定する文書Ｉ
Ｄとその要素ＩＤのペア）と対応づけて、関連付け部１８に渡す（Ｓ４８）。関連度スコ
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アは、操作別スコア記憶部２０に記憶された情報から求める。Ｓ４８では、その操作が参
照操作に該当するものである旨の情報も合わせて関連付け部１８に渡す。
【００５５】
　図１２に、操作別スコア記憶部２０に記憶された操作種類別の関連度スコア情報のうち
、参照操作に属する操作についてのスコアの例を示す。この例では、「スクロール」、「
ハイライト」、「コピー」、「カーソル設定」の各操作の関連度スコアが、その順に「１
」、「２」、「４」、「２」に設定されている。この例では、数値が大きいほど、関連の
強さが強いことを表す。例えば参照元の電子文書上で「コピー」されたデータが編集先の
電子文書に「貼り付け」られた場合、「コピー」されたデータが編集先に流用されたとい
うことであり、参照元と編集先との間に非常に強い関連性があるといえる。そこで、この
例では、「コピー」操作に対して高いスコアを設定している。一方、スクロールして表示
しただけでは、ユーザがその表示を参考にして編集先の編集を行ったかどうかまでは分か
らず、また仮に参考にしたとしても文書表示領域１１２内のどの部分を参考にしたのかま
ではわからない。このため、「スクロール」のスコアは非常に低い値としている。「ハイ
ライト」及び「カーソル設定」の場合は、ユーザが文書表示領域１１２内のどの部分に特
に着目したかは分かるので、「スクロール」よりは高いスコアとしている。
【００５６】
　図１２の例を用いる場合において、例えば、コピー操作が行われた場合、Ｓ４８で操作
分析部１６は、特定したその操作の対象要素の要素ＩＤを、コピー操作の関連度スコア「
４」と対応づけて、関連付け部１８に渡す。
【００５７】
　なお、Ｓ４８で関連付け部１８に渡す情報としては、関連度スコア及び参照操作である
旨を示す情報の代わりに、検出した操作の種類を示す情報（例えば「コピー」を表す操作
種類ＩＤ）を用いてもよい。この情報があれば、その操作が参照操作に該当すること、及
びその関連度スコアを、後で操作別スコア記憶部２０を参照して求めることができる。
【００５８】
　図７の手順において、Ｓ４４の判定結果がＮｏとなった場合、操作分析部１６はＳ４８
の処理をスキップして図７の手順を終了し、図６の手順のＳ１４へと進む。図７の例は、
参照操作に該当する操作が「スクロール」、「ハイライト」、「コピー」、「カーソル設
定」の４つである場合の例である。例えば参照操作に該当する操作として更に別の操作が
ある場合には、その操作についても例示した「スクロール」等の各操作と同様の処理を行
う。
【００５９】
　なお、以上に説明した図７の手順におけるＳ３４、Ｓ３８、Ｓ４２又はＳ４６の４つの
判定（及びそれに伴う操作対象要素の特定処理）の順序はあくまで一例に過ぎず、これら
はどのような順序で実行してもよい。
【００６０】
　図６の手順の説明に戻ると、操作分析部１６は、図７のＳ３０で取得したユーザの操作
が図７の処理にて参照操作に属するいずれの操作にも該当しないと判定した場合、その操
作が編集操作であるかどうかを判定する（Ｓ１４）。「文字入力」、「要素追加」、「貼
り付け」、「要素削除」等が編集操作に該当する操作の例（ただしこれらはあくまで例示
に過ぎず、これら以外の種類の操作を編集操作に含めてもよい）である。Ｓ３０で取得し
た操作が編集操作に該当しないとＳ１４で判定した場合には、Ｓ１２（図７の手順）に戻
り、ユーザが次の操作を行うのを待ち、次の操作が行われると、その操作について図７の
Ｓ３０以降の処理を実行する。
【００６１】
　Ｓ３０で取得した操作が編集操作に該当するとＳ１４で判定した場合、操作分析部１６
は、その検知した操作の対象となった位置（すなわち、今回の編集の開始位置）を表示・
編集処理部１０から取得する（Ｓ１６）。ここでいう編集操作の対象の「位置」は、要素
単位での位置である。「文字入力」や「貼り付け」等の操作の場合、編集対象の位置は、
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カーソル設定、或いは範囲指定などのハイライトを伴う操作により指定される位置（又は
範囲）であり、Ｓ１６では、その位置（又は範囲）を含む最小の要素の要素ＩＤを編集開
始位置として取得する。また、「要素追加」の操作の場合、表示・編集処理部１０は、追
加された要素に対して要素ＩＤを付与するので、Ｓ１６ではその要素ＩＤを編集開始位置
として取得する。
【００６２】
　次に、操作分析部１６は、Ｓ１４で認識した編集操作の種類に対応する関連度スコアを
操作別スコア記憶部２０から求め、その関連度スコアを、Ｓ１６で特定した要素ＩＤと対
応づけて（要素ＩＤが当該要素の属する電子文書を特定する情報を含まない場合には、そ
の電子文書の文書ＩＤも合わせて）、関連付け部１８に渡す（Ｓ１８）。
【００６３】
　図１３に、操作別スコア記憶部２０に記憶された操作種類別の関連度スコア情報のうち
、編集操作に属する操作についてのスコアの例を示す。この例では、「文字入力」、「要
素追加」、「貼り付け」、「要素削除」の各操作の関連度スコアが、その順に「１」、「
３」、「２」、「０」に設定されている。この例でも、数値が大きいほど、関連の強さが
強いことを表す。「要素追加」は、構造化文書に新たに要素を追加するものであり、既存
の要素に編集を加える場合よりも意味が大きいとの立場から、この「要素追加」の関連度
スコアを最大としている。「貼り付け」操作については、参照操作の一種であるコピー操
作と同様の理由で、関連度スコアを高い値（ただし、この例では「要素追加」よりは低い
）としている。「要素削除」は、関連付けの対象の要素を無くす操作なので、関連付けの
対象としない。このように関連付けの対象としないということを、図１３の例では「０」
という関連度スコアで表現している。これは、要素間の関連度を、参照操作の関連度スコ
アと編集操作の関連度スコアのかけ算で求める場合のものである。編集操作の関連度スコ
アが「０」であれば、対応する参照操作の関連度スコアがいくつであっても、要素間の関
連度は「関連なし」を示す「０」となる。もちろん、そのように「要素削除」の関連度ス
コアを「０」に設定する代わりに、「要素削除」という操作を、そもそも要素間の関連づ
けの際に考慮する編集操作の範疇から除いてしまってもよい。
【００６４】
　図１３の例を用いる場合において、例えば、貼り付け操作が行われた場合、Ｓ１８で操
作分析部１６は、特定したその操作の対象要素の要素ＩＤを、貼り付け操作の関連度スコ
ア「２」と対応づけて、関連付け部１８に渡す。Ｓ１８では、その操作が編集操作に該当
するものである旨の情報も合わせて関連付け部１８に渡す。
【００６５】
　なお、Ｓ１８で関連付け部１８に渡す情報としては、関連度スコア及び編集操作である
旨を示す情報の代わりに、検出した操作の種類を示す情報（例えば「貼り付け」を表す操
作種類ＩＤ）を用いてもよい。この情報があれば、その操作が編集操作に該当すること、
及びその関連度スコアを、後で操作別スコア記憶部２０を参照して求めることができる。
【００６６】
　関連付け部１８は、操作分析部１６から、編集操作が行われたことを示す情報（操作対
象の要素ＩＤと、関連度スコア又はその操作の種類の情報を含む）を受け取ると、その編
集操作の対象の要素と、その編集操作の直前の参照操作の対象の要素との関連付けを行う
（Ｓ２０）。関連付け部１８は、その編集操作の情報を受けるまでに、操作分析部１６か
ら１以上の参照操作の情報（操作対象の要素ＩＤと、関連度スコア又はその操作の種類の
情報を含む）を順に受け取っている。Ｓ２０ではそれら順に受け取った参照操作の中から
、その編集操作の対象の位置又は範囲を指定するための操作を除いて、その編集操作の直
前の参照操作を特定する。すなわち、その編集操作の直前のその編集操作と同一の電子文
書を対象とする位置指定又は範囲指定の操作は、その編集操作の対象の位置又は範囲を指
定するための操作とみなし、この操作は除いた上で、順番上その編集操作の直前である参
照操作を特定する。そして、その編集操作の対象要素の要素ＩＤと、特定した参照操作の
対象要素の要素ＩＤとをペアとして、関連付けＤＢ２２に登録する。また、このとき、そ
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れら編集操作及び参照操作の関連度スコア（又はそれら操作の種類（「コピー」等）を示
す情報）も併せて登録する。
【００６７】
　図１４に、関連付けＤＢ２２のデータ内容の一例を示す。この例では、参照操作の対象
要素（参照元要素）のＩＤ及びその操作の詳細な種類（「コピー」等）と、編集操作の対
象要素（編集先要素）のＩＤ及びその操作の詳細な種類（「貼り付け」等）とが互いに対
応づけて登録されている。なお操作の詳細な種類の代わりに、又はそれに加えて、その種
類に対応する関連度スコアを登録してもよい（図では関連度スコアの値を括弧書きの数値
で示している）。図１４の例では、参照元操作ＩＤ及び編集先操作ＩＤのうちの最上位の
桁の「Ｘ」及び「Ｙ」は、それぞれ参照元又は編集先の電子文書を特定する情報であり、
その下の３桁の数値がそれら電子文書内での個々の要素を特定する情報である。
【００６８】
　このようにして関連づけが完了した後、操作分析部１６は、開始された編集が終了（例
えば複数の文字の入力が完了）するのを待ち（Ｓ２２）、編集が終了するとＳ１２に戻り
、新たな操作が行われるのを待つ。すなわち、Ｓ１４で編集操作の開始が検知された後、
編集操作が連続している間（例えば文字入力操作が続いている間）は、それら編集操作は
一体のものとみなし、それら一連の編集操作が終了した段階（例えば参照操作等の他の操
作が行われた場合）で、Ｓ１２に戻る。
【００６９】
　次に、図１５を参照して、関連情報提示処理部２４の処理の例について説明する。
【００７０】
　関連情報提示処理部２４は、関連付けＤＢ２２を参照し、表示・編集処理部１０が表示
ウインドウ１１０の文書表示領域１１２に表示する表示文書６０の中に、関連付けＤＢ２
２に記録された編集先要素ＩＤを持つ要素があるかどうかを判定する。図１５の例では、
要素６４ｂが編集先要素として関連付けＤＢ２２に登録されているとする。そのような編
集先要素があれば、その編集先要素ＩＤの関連先として記録された参照元要素ＩＤを関連
付けＤＢ２２から求め、その参照元要素ＩＤが指し示す電子文書の要素を文書ＤＢ１２か
ら読み出し、その要素の内容を画面に表示する。この表示は、参照専用の例えばポップア
ップ表示でもよいし、表示・編集処理部１０が生成する編集を受け付け可能な表示ウイン
ドウ１１０による表示でもよい。また、この表示をスクロール可能とし、参照先要素の前
後の要素も閲覧できるようにしてもよい。
【００７１】
　また、このように関連する参照元の要素の内容を直ちに表示する代わりに、図１５に例
示するように、表示ウインドウ１１０内の編集先要素６４ｂの近傍に、関連する参照先要
素にリンクされたＧＵＩボタン１１８を表示し、ユーザがこのＧＵＩボタン１１８を押下
すると、参照先要素の内容が表示されるようにしてもよい。
【００７２】
　また、表示ウインドウ１１０内に表示される表示文書内のある編集先要素に関連付けら
れた参照元要素が関連付けＤＢ２２から複数検索された場合には、関連情報提示処理部２
４は、関連度計算部２６により、それら各参照元要素のその編集先要素に対する関連度を
それぞれ計算する。すなわち、それら各参照元要素とその編集先要素の関連度スコアを関
連付けＤＢ２２（図１４参照）から読み出し、それら参照元要素ごとに、その参照元要素
及び編集先要素の関連度スコアの組合せから、それら両者の関連度の値を計算する。この
計算は、参照元要素及び編集先要素の関連度スコア同士をかけ算するなど、それら両方の
スコアをあらかじめ定めた関数に代入することで行えばよい。なお、関数の代わりにそれ
ら２つのスコアを入力すると、そのペアに対応する関連度を出力するハードウエアのルッ
クアップテーブルを用いる等、計算には他の様々な方式が適用可能である。
【００７３】
　なお、関連付けＤＢ２２に、関連度スコアの代わりに、関連付けした参照元要素及び編
集先要素に対応する詳細な操作の種類（「スクロール」や「文字入力」等）を登録してお
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く方式の場合は、関連度計算部２６が操作別スコア記憶部２０を参照してそれら各操作種
類の関連度スコアを求め、それらスコアから関連度を計算すればよい。
【００７４】
　また、関連情報提示処理部２４（関連度計算部２６）内で関連度を計算する代わりに、
関連付け部１８が編集先要素と参照元要素と間の関連度を計算して関連付けＤＢ２２に登
録し、関連情報提示処理部２４が関連付けＤＢ２２から関連度を読み出す構成としてもよ
い。
【００７５】
　このように、表示ウインドウ１１０内の表示文書６０に含まれる編集先要素に関連付け
られた各参照元要素の関連度を求めると、関連情報提示処理部２４は、各参照元要素を関
連度の高い順に並べたメニュー１３０（図１５参照）を作成する。このメニュー１３０に
は、ユーザが各参照元要素を識別するのを助けるために、参照元要素ごとに、その参照元
要素の先頭のあらかじめ定めた文字数のテキストを表示する。もちろんこれは一例に過ぎ
ず、この代わりに、参照元要素のサムネイル画像等、参照元要素の内容を表す情報をメニ
ュー１３０に表示してもよい。このメニュー１３０は、表示ウインドウ１１０内の表示文
書６０に含まれる編集先要素６４ａの近傍に表示されたＧＵＩボタン１１８に対応づけら
れる。
【００７６】
　ユーザは、編集先要素６４ａに関連付けられた情報を参照したい場合には、そのＧＵＩ
ボタン１８０をマウス操作等により押下する。すると、関連情報提示処理部２４により画
面上にメニュー１３０が表示される。ユーザは、そのメニュー１３０内の関連度順に並ん
だ各要素の中から、参照したいものをマウス操作等で１つ選択する。図１５の例では、こ
れに応じ、関連情報提示処理部２４は、選択された要素を含む電子文書のうちその要素を
中心とする範囲の内容７０を文書表示領域１４２内に表示した参照情報表示ウインドウ１
４０を作成し、画面に表示する。
【００７７】
　以上に説明したように、本実施形態のシステムでは、ユーザは、要素間の関連付けのた
めの特別の操作を行わなくても、単に参照や編集のための通常の操作をしているだけで、
操作分析部１６及び関連付け部１８が要素間の関連を検知し、それを関連付けＤＢ２２に
登録する。そして、関連付けＤＢ２２に登録された要素間の関連付けに従って、表示ウイ
ンドウ１１０内にある要素と関連のある要素が、ユーザに提示される。
　以上では、第１の電子文書を参照しながら別の第２の電子文書を編集する場合において
、第１の電子文書内の参照対象の要素を、第２の電子文書の編集対象の要素に関連付ける
例を説明したが、本実施形態の適用はこのような場合限るものではない。上述した本実施
形態の処理内容から明らかなように、ある電子文書内の第１の範囲（１以上の要素群を含
む）を参照しながら、同じ電子文書内の第１の範囲とは異なる第２の範囲（第１の範囲の
要素群とは、少なくとも部分的に異なる要素群を含む）を編集する場合にも、本実施形態
の手法は適用し得る。
【００７８】
　以上の例では、編集先及び参照元の要素の関連度スコアからそれら両要素間の関連度を
計算したが、これは一例に過ぎない。この代わりに、例えば、編集先又は参照元の一方の
要素の関連度スコアを、それら両要素間の関連度としてもよい。
【００７９】
　また、別の例として、各要素の参照頻度を関連度に反映させてもよい。これには、図１
６に例示するように、例えば関連付けＤＢ２２内にて、各要素が参照された頻度をその要
素の要素ＩＤに対応づけて管理し、参照元要素と編集先要素の関連付けを登録する毎に、
その参照元要素の参照頻度を１つ増やすようにする。そして、関連度計算部２６は、表示
ウインドウ１１０内に表示されている編集先要素とそれに関連づけされている参照元要素
との関連度を計算する際、その参照元要素の要素ＩＤに対応する参照頻度を求め、その参
照頻度が高いほど関連度が高くなる規則又は関数に従って、関連度を計算する。例えば、
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参照元要素と編集先要素の関連度スコア同士をかけ算した値に、その参照元要素の参照頻
度をかけ算した結果を、それら両要素の関連度とするなどである。
【００８０】
　また、１つの電子文書を複数人により共同して編集する場合など、本実施形態のシステ
ムを複数人が共同利用する場合がある。このような場合、それら各人の参照及び編集の操
作に応じて、関連付けＤＢ２２に要素間の関連付け情報（図１４参照）が登録されること
になる。ここで、図１７に例示するように、関連付けＤＢ２２に登録する要素間の関連付
け情報に対して、その関連付け情報の元になった参照及び編集の操作を行ったユーザのユ
ーザＩＤ（図１７では、「操作者ＩＤ」と表記）を含めるようにしてもよい。ユーザＩＤ
は、例えば、ユーザがこのシステムにログインする際のユーザ認証により取得すればよい
。そして、表示ウインドウ１１０内の要素に関連する要素の提示において、関連付けＤＢ
２２内の各関連付け情報のうちどのユーザの操作によるものを考慮するのかを、その表示
ウインドウ１１０を開いているユーザが指定できるようにしてもよい。例えばそのユーザ
自身の操作に基づく関連付け情報のみを考慮する旨の指定があった場合には、関連付けＤ
Ｂ２２内の関連付け情報のうち「操作者ＩＤ」がそのユーザのＩＤである情報のみを抽出
する。そして、それら抽出した関連付け情報の中から表示ウインドウ１１０内の要素を編
集先要素として含んだものを検索し、検索した関連付け情報に含まれる参照元要素を、関
連する情報として画面表示する。同様に、特定の１人又は複数のユーザが提示対象に指定
された場合には、それら指定された１以上のユーザの操作による関連付け情報が関連付け
ＤＢ２２から抽出され、それら抽出された情報の範囲内で、表示ウインドウ１１０内の各
要素に関連する他の要素の提示が行われる。
【００８１】
　また、以上の例では、表示ウインドウ１１０内にある要素が関連付けＤＢ２２内に「編
集先」要素として登録されている場合に、その要素に関連付けられた「参照先」要素の内
容を提示するという、編集先から参照元への一方向の関連を提示するものであった。ただ
し、これはあくまで一例に過ぎず、この代わり、双方向の関連を提示するようにしてもよ
い。
【００８２】
　双方向の関連を提示する場合は、表示ウインドウ１１０内にある要素が関連付けＤＢ２
２内に「編集先」であればそれに対応する「参照元」を、「参照元」であればそれに対応
する「編集先」を、それぞれ提示する。双方向の提示を行う場合、提示する要素が参照元
、編集先のいずれであるのかを示す情報も併せて提示するようにしてもよい。
【００８３】
　また、表示・編集処理部１０により開く電子文書に対して、それを編集対象、参照用の
いずれとするのかをユーザが指定する構成も考えられる。この構成の場合、参照用の電子
文書に対しては編集操作が不可となり、参照操作のみが受け付けられ、操作分析部１６は
それら参照操作を検出する。また、編集対象の電子文書については、操作分析部１６は、
その文書に行われた参照操作は無視し、編集操作のみを検出する。そして、参照用の電子
文書に対して参照操作が行われた直後に、編集対象の電子文書に対して編集操作が行われ
ると（その編集操作の前に行われた編集対象の電子文書上での参照操作は無視）、関連付
け部１８がその参照操作の対象要素とその編集操作の対象要素とを互いに関連付けて、関
連付けＤＢ２２に登録する。
【００８４】
　また、以上の例では、スクロール操作等のように操作の対象となった要素が複数存在す
る場合に、電子文書の階層構造上でそれら複数の要素を包含する「最小の要素」を、関連
づけの対象とする要素としたが、これは一例に過ぎない。この代わりに、それら複数の要
素の集合をひとまとまりとして、もう一方の操作の要素と関連づけしてもよい。この場合
、関連する要素の提示おいては、その集合に属する複数の要素を表示したウインドウが画
面表示されるようにしてもよい。また、それら複数の要素の中からあらかじめ定めた規則
に従って代表要素（例えばそれら複数の要素のうち表示文書６０内で先頭に位置する要素
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【００８５】
　なお、操作の対象となった複数の要素を包含する「最小の要素」を関連づけの対象とす
る方式では、それら複数の要素を含んだ節や章等の上位の要素が「最小の要素」となるの
で、関連要素の提示の際に、そのような節や章の先頭から提示されることとなる。個々の
要素の内容を理解するのに、節や章の先頭からの文脈が必要な場合には、「最小の要素」
を関連づけの対象とすることで、関連要素の提示において、節や章の先頭がいわば頭出し
のような形で提示されるので、ユーザの操作負担が軽減される。
【００８６】
　以上に例示した文書編集システムは、例えば、汎用のコンピュータに上述の各機能モジ
ュールの処理を表すプログラムを実行させることにより実現される。ここで、コンピュー
タは、例えば、ハードウエアとして、ＣＰＵ等のマイクロプロセッサ、ランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）およびリードオンリメモリ（ＲＯＭ）等のメモリ（一次記憶）、ＨＤＤ
（ハードディスクドライブ）を制御するＨＤＤコントローラ、各種Ｉ／Ｏ（入出力）イン
タフェース、ローカルエリアネットワークなどのネットワークとの接続のための制御を行
うネットワークインタフェース等が、たとえばバスを介して接続された回路構成を有する
。また、そのバスに対し、例えばＩ／Ｏインタフェース経由で、ＣＤやＤＶＤなどの可搬
型ディスク記録媒体に対する読み取り及び／又は書き込みのためのディスクドライブ、フ
ラッシュメモリなどの各種規格の可搬型の不揮発性記録媒体に対する読み取り及び／又は
書き込みのためのメモリリーダライタ、などが接続されてもよい。上に例示した各機能モ
ジュールの処理内容が記述されたプログラムがＣＤやＤＶＤ等の記録媒体を経由して、又
はネットワーク等の通信手段経由で、ハードディスクドライブ等の固定記憶装置に保存さ
れ、コンピュータにインストールされる。固定記憶装置に記憶されたプログラムがＲＡＭ
に読み出されＣＰＵ等のマイクロプロセッサにより実行されることにより、上に例示した
機能モジュール群が実現される。また、以上に例示した文書編集システムの構成要素群を
、ネットワークを介して相互に通信可能な複数のコンピュータに分散して実装し、それら
分散された構成要素群がネットワークを介して相互に通信することで、上述した文書編集
システムの機能を実現するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００８７】
１０　表示・編集処理部、１４　操作受付部、１６　操作分析部、１８　関連付け部、２
０　操作別スコア記憶部、２４　関連情報提示処理部、２６　関連度計算部。
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